
 

「つわのっこが創り出す！ つどい つながる町へ」 

 

津和野町 津和野中央公民館 

１ 津和野地域の概要 

 

 津和野地域は、木部地区、畑迫地区、小

川地区、津和野地区と 4つの地区で構成さ

れている。地域内の人口は、4,120 人で、

高等学校 1校、中学校 1校、小学校 2校が

ある。 

 山陰の小京都とも言われる津和野町、日

本五大稲荷の一つ津和野太皷谷稲成神社や

城山、城下町の風情が残る町並みで、今年

度は亀井家入城 400 年記念の大きな節目の

年を迎えた。 

また、平成 27 年には「津和野今昔～百景

図を歩く～」が日本遺産に認定され、観光

地としても賑わう町である。 

 

２ 事業の趣旨 

 

 津和野地域は、小・中・高生がふるさと

学習に取り組み津和野への愛着を深めアク

ションを起こそうとした時の受け皿が十分

でない面があるため、津和野地域の既存行

事を軸にし、若者と親世代や地域が一緒に

活動を通して交流していく中で、地域全体

で若者をサポートする機運が醸成できない

かと考え、仕掛けづくり、きっかけづくり

を行った。 

 

３ 具体的な取組内容 

 

（1） 津和野観光マップ英訳版の作成 

  

ア：事前学習 

   津和野中学校３年生が、前年度津和

野観光マップ作りに取り組んだ経緯

より、今年度は英訳版観光マップ作

りに取り組む。事前学習では、通訳

案内士を講師に外国人目線での津和

野の見どころを学び、地域の方にも

サポートして頂きながら、英訳作業。 

イ：留学生との交流 

   ハワイ「ダミエンメモリアル高校」

の留学生と交流を持ち、事前学習で

用意した英訳で津和野を案内した。 

   また、中学生バージョンの英訳観光

マップも完成。 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 亀井家入城 400 年記念での取り組み 

 

ア：頭巾・鉢巻きの製作 

  中・高生へのボランティア募集の呼

びかけ。地域住民と協力し、盆踊り

用の頭巾・鉢巻きの製作に取り組む。 

イ：横断幕の製作 

  つわぶきワクワク広場（放課後子ど

も教室）を対象に、盆踊り大会の横

断幕を製作。 

ウ：行燈の製作 

  津和野地域の小学校２校の児童、地

域の書道家、高校生のボランティア

の協力で約 100 基の行燈を製作。 

エ：盆踊り大会への参加、ボランティア 

  400 年記念の節目の年ということも

あり、「めざせ 400 人の輪」をスロ

ーガンに、春から盆踊り講習会の開

  



催、小・中・高校や各地域で出前講

座を行い、当日を迎える。 

  また、当日には中学生と地域住民の

ボランティアがあり大会運営に協力

があった。 

 

 

 

 

 

 

（3）津和野地区民運動会 

 

ア：周知ポスターの製作 

  高校生がポスター製作に協力し、立

派な周知ポスターが完成。地域の各

所に貼り宣伝した。 

イ：運動会への参加 

  例年、中・高生の参加がなかったが、

今年は、参加があり運動会を盛り上

げた。 

 

（4） 大田ＪＯいんつ♪への視察 

視察後のふり返りと座談会 

  

ア：大田ＪＯいんつ♪への視察 

   ふるさと津和野を良くしたいと思う

中・高生と地域の大人が一緒に視察

へ行く。大田ＪＯいんつ♪のメンバ

ーと参加した津和野のメンバーで情

報交換を行ったり、実際イベントへ

参加し出店の手伝いをさせていただ

いたりしながら、大田ＪＯいんつ♪

メンバーや大田市民との関わりを持

ち、学ぶ場となる。 

 イ：視察後のふり返りと座談会 

   視察のふり返りの時間を設け、自分

達が持ち帰った、 

   Ｙ：やったこと 

   Ｗ：わかったこと 

   Ｔ：挑戦したいこと 

   これに沿って、情報共有を図る。 

   子ども達のやる気を引き出すきっか

けづくりとなる。 

 

 

 

 

 

 

４ 評価と成果 

   

取り組みを行う中で、中・高生のボラン

ティアと地域住民との関わりや、小学生を

軸にし活動することにより、保護者や地域

住民の心を動かし、少しばかり地域が元気

になる機運が醸成した。 

 また、子ども達にとって楽しみや喜び、

やる気を引き出せた。 

既存行事を軸にし、取り組むことで、ふる

さとを知り、誇りに思う「個」を見つける

事ができ、その「個」を伸ばす地域の受け

皿やサポーターも発見することができた、

貴重な取り組みであった。 

 

５ 今後の課題と見通し  

 

 今回の取り組みをきっかけにし、貴重な

「個」の火種を大切にし、「個」の仲間が

少しずつ増え、力を発揮できる場づくり、

また、無理なく継続できる環境づくりを課

題とし、若者の地域活動への参画や関心を

高めていきたい。 

 また、中・高生が主体となるボランティ

アの活動グループ立ち上げに向けての仕掛

けづくりも今後視野に入れ、地域一体とな

って盛り上げていきたい。 

 

 

（文責：公民館主事 中村和恵） 

  

  


